
今の時期、
安心できる株主総会を
開催したいけど…

ライブ配信だけの

株主総会ってできる？

技術的な相談にものって欲しい！

tkptv.net/kabusou TKP ウェビナーネット 検索

オペレーション営業部 
音響サービス課

総合窓口

（平日 10:00-18:00）

03-6697-3164
機材の知識がなくても安心！

専門スタッフによるサポート・事前リハーサルも行います。

専用機材も全てTKPで手配可能 ハイブリッド出席型での株主総会も可能開催会場はゆとりをもたせたレイアウトでご用意

V I R T U A L  A N N U A L  M E E T I N G

株主総会
2 0 2 2

ハイブリッド型バーチャル株主総会プラン

サービス充実！ リアル会場開催から、参加型・出席型
バーチャルオンリー開催まで

株主総会の開催は

TKPへお任せください！
オンライン配信に最適な通信環境を備えた
『TKPウェビナーセンター』も全国に展開

プロにアドバイスを受けながら
現地とオンラインを開催したい

シ
ス
テ
ム
や
機
材
に
明
る
く
な
い
か
ら

全
て
任
せ
て
し
ま
い
た
い…

セキュリティ対策は
どうしたら良い？
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必要な機材・設備はすべてご用意。専門スタッフによる
機材のセッティングやサポート、事前リハーサルも行います。

※会場の空き状況により、ご案内できる施設がご希望と異なる場合がございます。

ライブ配信機材・設備
配信用エンコーダー
音響機器一式
ハンディカム
HDMIスイッチャー

配信オペレーター
配信管理用PC
インターネット回線
設営 ・ 撤去  /  配信アカウント制作

事前リハーサル・準備等サポート
事前リハーサル1回（4時間）

前日準備（2時間）

当日準備（2時間）、本番（2時間）
配信イメージ

ライブ配信について

株主総会 さまざまな開催方法

支援パッケージがますます充実

ハイブリッド型バーチャル株主総会とは？

リアル株主総会
これまで大多数で行われていた
一般的な開催方法
物理的に存在する会場に取締役・監
査役等と株主が一堂に会する形態

バーチャルオンリー型 株主総会
IT技術の進展やPC・携帯端末の
普及に伴い注目された開催方法
リアル株主総会を開催せずに、取締役・
監査役等と株主のすべてがインター
ネット等の手段を用いて出席する形態

昨今の状況下から現地開催が不安視
現行の会社法上では諸条件で課題が
残るため、公的に推奨されていない遠隔地に在住の株主にとっては

経費や時間がかかるデメリットがある

バーチャル株主総会
ハイブリッド型

ハイブリッド出席型ハイブリッド参加型

ハイブリッド参加型

ハイブリッド出席型

バーチャル株主総会プラン

ハイブリッド型バーチャル株主総会には
ご利用目的に合わせた2つの開催形式があり、どちらもサポート可能です。

開催会場 ライブ配信 質問・動議 議決権行使コメント
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◎バーチャル株主総会プラン

ハイブリッド出席型の機能
株式会社ウィルズの本人確認システム
『WILLs Vote※1』を採用し、堅固なシステム体制を確保。
株主総会へのリモート「出席」が可能になりました！

×

※1.プレミアム優待倶楽部の一機能。ブロックチェーン技術を活用した電子
議決権行使プラットフォーム。株式会社ウィルズが特許権を有する仕組みの
総称。（特許番号：第6325152号。2017年5月31日付特許取得）

インターネットを通じて配信される中継動画を視聴
する形態。
この方法で株主は「出席していない」扱いになり、決
議参加や会社法上の質問・動議をすることはでき
ません。ただ質議とは別に、株主からのコメントを
受け付ける形式にすることも対応可能です。

TKPによるライブ配信サービス

ライブ配信は
資料（PowerPoint）と
カメラ映像を同時に
表示可能です。

ハイブリッド参加型

バーチャル株主総会プラン

リアルな会場に所在しない株主が、インターネット等の手段を用
いて株主総会に「出席」する形態。
この方法で株主は本人であることを証明し
実際の出席者と同様に決議参加（議決権の行使）や
会社法上の質問・動議をすることができます。

TKP×WILLSによる本人確認システムが利用可能

ハイブリッド出席型

バーチャル株主総会プラン
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視聴・企業への質問等

企業からの回答

本人確認

株主総会
ライブ配信システム

WILLs Vote
電子議決権行使
プラットフォーム ※1

+ログイン 電子議決権の行使

New!

！
出席方法の多様化による
株主重視の姿勢を訴求できる

！
個人株主の議決権行使の
活性化につながる可能性

！
質問形態が広がることにより
株主総会での議論が深まる

遠方株主による出席機会の拡大
質疑等を踏まえた議決権の行使が可能
株主総会の透明性の向上
情報開示の充実

注目される実施形態
リアル会場+オンライン開催

2021年の法改正で
オンライン開催のみの株主総会が
正式に可能となりました。


